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0．3 つのゴールとは 

→ 多種多様な医療、福祉、教育関係者が定期的に集まり、多くの活動を続けて
いること。そのときどきの要請に応じた活動 

１．タスクゴール：具体的な課題の達成 
・各種研修 
・サポートブック 
・視察 
・体制作り 
・計画への提言 

２．プロセスゴール：会議の運営 
・役割分担に基づく組織と定期的な会議 
・組織の位置づけに関する、よい意味でのこだわり 
・一体感の醸成 
・ややバーンアウト 

３．リレーションシップゴール 
・都市交通、不動産 
・先進地域の視察 

４．今後 
・活動のスリム化 
・障害者本人の参加 
・政策動向への対応：障害者差別解消法 
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